
地震発生！ その時、起こること
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揺れが収まる

避難の準備

家族は？

隣近所は？

避難生活

◆ 大型家具の転倒
◆ 家屋の倒壊
◆ ビルの窓ガラス・看板の落下

5分5分

10分10分

1~3日1~3日

3分3分

1~2分1~2分

知っておこう！ 津波からの身の守り方
ためらわず、すぐ避難する！
　津波から身を守るには、できるだけ高い
ところに自分が避難する他はありません。大津波
警報、津波警報などが発表されたら、すぐに
避難しましょう。
避難は原則、徒歩で！
　津波からの避難は徒歩が原則です。しかし、
徒歩避難が難しい高齢者などのために車を
利用する場合、市町村の避難計画に従い、安全に
避難しましょう。
警報解除までは避難を続ける！
　津波は繰り返し何度も襲来します。第１波が
小さくても、より大きな波が来る可能性もあります。
　また、地球の裏側で発生した地震による津波
が、翌日に日本に到達し被害をもたらしたチリ
地震や、震度３でも大津波が押し寄せた明治
三陸津波地震などの例もあります。揺れが小さく
とも安心せず、警報が解除されるまでは避難を。

緊急地震速報

津波が来る！どこへ逃げる？
　まずは、自治体があらかじめ指定する公園や広場、津波避難
タワーなどの「指定緊急避難場所」へ！

◆ 火災、津波が発生
◆ 山崩れ、がけ崩れが発生

◆ 床にはガラスが散乱

◆ 電話はつながらない

◆ 避難の呼びかけ
◆ 救助活動

◆ 自宅が安全でない場合は避難所へ

地震発生地震発生 ● あわてず身の安全を確保しよう！
机の下にもぐる、毛布をかぶる、頭を抱え丸くなるなど状況に合わせて
身を守り、揺れが収まるのを待ちます。屋外では、ビルからの落下物、
ブロック塀などの倒壊、切れた電線などに注意しましょう。

● くつを履く
● 非常持出品を手元に用意

● 自分や家族の身の安全を確保
　しながら、近所に避難を呼びか
　け、協力し合って救助活動を

● 備蓄で乗りきろう
● ネット、テレビ、ラジオなどで
　気象庁の地震情報やニュース
　から、正確な情報を確認しよう
● 余震に警戒しよう
● 避難所の運営に積極的に参加
　しよう
● 避難所では助け合おう

● 津波や山・がけ崩れの
危険がある場所から、すぐ避難を！

● 火を止める　● ドアや窓を開け脱出口を確保

地震が来るまでのわずかな時間を自分の身を守るために最大限活用しよう

　災害時電話がつながりにくい時
のサービ ス。毎月1日と15日、
防災週間（8月30日～9月5日）に
体験できます。家族などと使用
方法を確認しておきましょう。
　●災害用伝言ダイヤル（NTT）
 伝言の録音 171→1
 ▶自分の電話番号を入力

 伝言の再生 171→2
 ▶伝言を残した人の
 　電話番号を入力

　● 災害用伝言板（携帯電話
　  会社など）インターネットを
　  利用して安否確認の登録と
　  確認ができます。

詳しくは各携帯電話会社のホームページか、
防災首都圏ネットをご覧ください。
※防災首都圏ネットのホームページに、
各携帯電話会社の災害用伝言板ページへの
リンクがあります。

伝言サービス 首都圏

　給水車、支援物資が届き始める
が、道路などの被害が大きければ、
まだ支援が届かない可能性も…

● ネット、テレビ、ラジオなどで
　気象庁の地震情報やニュース
　から、正確な情報を確認しよう
● 家屋倒壊の危険性があれば避難
● 離れた家族の安否を確認
安否確認は電話をなるべく使わず
災害用伝言サービスで。

災害用伝言サービス

自治体ホームページやハザードマップで確認できます。
災害が起きる前に、家族全員で確認しましょう。

指定緊急
避難場所の探し方
指定緊急
避難場所の探し方

自宅が安全でない場合は？
自宅で安全に過ごせない場合は「指定避難所」へ移動します。
● 自治体ホームページやハザードマップで確認できます。
災害が起きる前に、家族全員で確認しましょう。

● 自宅から持ち出すもの…食料や日用品などの非常用持出品。
原則３日以上、できれば１週間分を用意しておき、支援
物資が届くまで乗り切りましょう。

● 体調管理のための備え…医薬品や暑さ・寒さ対策、
　衛生用品など自分や家族に必要なものを、いつでも
　持ち出せるよう防災袋などにまとめておきましょう。
● 防犯対策…避難所では窃盗や詐欺、性犯罪などの犯罪
　に注意して、怪しい人を見かけたら、警察官や施設
担当者に連絡しましょう。

日頃から枕元にくつを用意して
おき、割れたガラス片などから
足を守りましょう！

日頃から枕元にくつを用意して
おき、割れたガラス片などから
足を守りましょう！

　鉄道の運行停止で、多くの方が帰宅困難者となり
ます。駅周辺の施設や道路に人があふれ、徒歩による
帰宅は集団転倒に巻き込まれる危険性もあります。
　また、道路上は破損
した建物や看板などの
落下物、火災の影響も
予想されます。
　自動車の場合も、
道路や橋の損壊、通行
制限による大渋滞が
起こりえます。

　地震でコンビナート火災が起きても、落ち着いて
身を守りながら行動することが大切です。
　東京湾沿岸には千葉県の産業の要でもある石油
コンビナート地区が広がっています。これらの施設は、
想定される揺れや液状化に備えて設計され、出火や
爆発を防ぐ防災体制が整備されています。
　しかし、東日本大震災では、大規模な火災や爆発が
起き、近隣の住宅の窓ガラスが割れるなどの被害が
発生しました。

　東京湾沿岸の埋立地を中心に、揺れやすい地域
が広がっています。上の図は地震が起きた際の
揺れやすさを評価したマップです。

揺れやすさ 
揺れやすい 

揺れにくい

揺れやすい
地域がある 　最大約3ｍの津波

が押し寄せるおそれが
あり、沿岸部ではすみ
やかな避難が必要。
※東京湾の入口に約10mの津波が
襲来した場合。

● 強い揺れによって建物が傾いたり、地面から水が吹き
上がったりする。

● 地下の上下水道やガス管、地上の電柱・電線に被害。
ライフラインが途絶する。

● 道路の隆起や陥没、マンホールの浮き上がりなどで
道路通行が困難に。
※特に埋立地や河川沿いなどでは、液状化の発生が懸念されます。

液状化で起こる被害

液状化しやすさ 
しやすい

ややしやすい

しにくい

きわめてしにくい

液状化想定対象外

　県中央部地域では、東京湾沿岸の埋立地
を中心に液状化しやすい地域が広がって
います。下の図は震度６強の揺れがあった場合
の液状化しやすさを評価したマップです。
※液状化対策は考慮していません。

地震発生時 地震発生後

噴砂・噴水
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　令和6・7年度に千葉県が実施した
新たな地震被害想定調査の結果や、
これまでの県の取組みをもとに、地震に
よる地域のリスクを紹介します。事前に
リスクを知り、備えにつなげましょう。

https://keihatsu.bousai.pref.chiba.lg.jp/higaisoutei/index.htm

詳しくは、「ちば地震被害想定のホームページ」
を活用して、地域の特徴を調べてみよう！
　「ちば地震被害想定のホームページ」では、お住まい
の地域の「揺れやすさ」や「液状化しやすさ」などを
地図上で詳しく確認できます。その土地の成り立ち（台地、
盛土、明治期の水田など）の他、液状化への備えや被害
想定調査の詳細な内容など、様々な情報がまとめられて
いるので、ぜひご活用ください。

千葉県中央部の
災害リスク

ちば 震災被害想定

「液状化しやすさ」マップ 「地形からみたリスク」マップ

石油コンビナート地区

帰宅が困難に

津波は？

液状化しやすい
地域がある
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